


































































そこで本稿では� �玉塵抄� � �玉塵�とも�巻三八にある�銭�の項に注目し�そこで見られる記事を分析する


















































































































































えられる�縄で繋がずに細い糸で繋いだと ており 水に沈まな ほど軽く�わざわざ数えることも な ほど低価値の銭であ 述べている�
　
も�とも�戦国期日本の�鳥目�や�鵞眼�という呼称は銭一般を指すものであ�て�必ずしもそのような粗悪










































































西晋の時代 �四世紀初頭� に魯褒が著した �銭神論� に言及する中で述べたものである

�これによると�































































































































































をそのまま勘案すれば�橋本氏も述べるように近世 語義と直接結びつくものではないが� �精銭�と密接に関わ�た語句であることは疑いないのであるから�ここでは橋本説 従いたい�すなわち�耳白�とは縁が白みがか�ており�一目 精銭 判別できるような上質銭として理解される
　
次
に前者引用史料の傍線部に注目す と �せいせん�とは�洗銭�銭を洗う� �と人は言うと述べた上で� �精
























































貨群�一〇〇文緡�を形成することを�せいせん�と呼ぶのか�あるいはそのようにして形成された銭貨群を�せいせん�と呼ぶのか� ということが問題となる�当然ながら� 前者は�精撰�選� � �銭を調べて選ぶこと � 後者は�精銭� �調べて選ばれた銭 の字を宛てるのが適当であり 惟高妙安が�無信仰な者が言�た と批判する�洗銭�は�既に触れた通り前者の意味に近似する�
　
この問題は一見すれば大差が無いようであるが�事実上一六世紀においてのみ見られる特殊な貨幣のカテゴリで






















































































































































































てきて�それぞれ一〇〇銭を持参し�劉寵に餞別として贈�た�そして劉寵は�一大銭�を選んで受け取�た�という� �選一大銭�は� �後漢書�と同じ文面であり�先には�一枚の大銭を選ぶ�と解釈したが� �蒙求 を分析した早川好三郎氏は�一番大きな �と解釈している

�いずれが正確であるかの決め手には欠けるので�後考に













































の貨幣観の一端を明らかにした�残された課題は多いが�さらに分析を進める とによ て�考察の精度 高めていきたい�注　
嚆矢となる研究として�





















る�本稿もそれに従い 国会本を主な検討対象とする�ただし叡山本には� 国会本に見られる明らかな誤字等を修正した箇所や�読みやすくするため 送り仮名を付した箇所があるので 対校のため東京大学史料編纂所が架蔵す 写真帳を参照した�また�別系統と思われる う一つの写本に�東京大学文学部国語研究室所蔵本がある�しかし本稿で参照する箇所は伝来しておらず�写された時期は叡山本よりもさらに下るとされていることから�本稿では検討の対象外と �以上�出雲朝子�玉塵抄を中心とした室町 代語の研究� �桜楓社�一九八二年� 同� �玉塵抄 の東大国語研究室蔵本について 一 �二� � � �青山学院女子短期大学紀要�四一・四五� 一九八七・九一年�参照�
　
今枝愛真�玉塵の著者について�
� �日本歴史�八四� 一九五五年� �同�中世禅宗史の研究� �東京大学出版会�一九七〇年� �
同�玉塵抄著者考
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で記した内容は 国会本と叡山本と 述が異なる箇所につき 叡山本の記述を示 ものであり かつ校







































































ノ湯王ハ�金ヲ以テ銭サセラレタ 金 ハ 鉄ノコトナリ 上古ハ字カスクナ
　
ウテ�カネト云エハ金 ハカリヲカク 後ニ カネモ ソ カネヽヽニ
　











































































































































スウ小ナヲ紅環銭ト云ソ� ワデハツナガ テ�ウツク ホソイ
　







































































ナソ�孔方兄ト云ソ 孔ハアナナ �中ニ穴アリソ�ヨホウナソ 兄ヤ
　











































































タソ�大賢者ソ�郡 内 モヲソ �身ヲフルワ イタソ ヽ 時権
　










タソ�此ノ使ヲ左庶 云タソ�左庶長 ・右庶長 ト云官アリ�此ヤウ
　
ナ�色々ノコトヲトリアツカウ官ソ 羊 天子ノ使ナ 庫蔵
　

































































































































































































































































































ヲリフシニハ 酒テ銭ヲヲ テクレタ 杜カ鄭処ニタワムレノ
　
詩ナリ�ソチハ酒カノミタク モ サカテ カ貧テアルマイソ�
　


























タヨイ香ニ イノアル花ナリ�銭ヲヨソエトバシチラ テ 玉ノヤウナ
　
花ヲ�銭ヲヨソエヤツテ 買 吾所エ引トリタイト云心カ 雨
　
風ニ一衣ニ ノ声カシテ ヨソカラ飛 キタト云コ アリ�ワタリ銭ナ
　














ルソ�ハツレヌ ソ�セイセ ト云 人カ云タ 洗銭ト云タソ�無シンカウ
　
ナ者カ云タソ 精銭テアラウソ 精 シラグルトヨムソ センシタコト
　
云ソ�米ヲ白ヲツクコト 精ノ字ハ米ヘンニ青ヲカ タ 米 ス
　


























































スソ�本 ハ母銭ナリ 母ト云ハ子ヲ母 ム者ソ�人カ借テ利
　






















































カナシミウレウル心ナウ 心和柔ニシテタノシ イ ソ�杖頭銭
　
























ナリ�大官人 ハ�ム 餅ヲ必供スルソ ヽラノ饅頭ノコトソ マシ
　




















































キダシノ詔書カナ ヲ筆 リヲシテ カ キタイタソ�ジヤ
　
レコトニ�ナニモ礼 ド トラヌホトニ 筆カヒ ワツ 墨ノウル
　






































































排匀ノ蕭 アリ�蕭 ハ梁 武帝ノ弟�六番メノ太子ナ 性カ
　



































































































































































































































時ハ�ソノ酒ヤエイテ�酒ヲ ウタソ 算用モせヌソ 酒ヤニヨウ算用
　
























































モ�匠作トシタコ ハ イソ�事文ヲミテ�カヽシマシテ アル ウメ�
　











































































エラウテ�ヨイヲ取タヤウナ 為 選ト云時 モチ タ者ノ為ニヨ
　



























































生ノナリテイタソ�ソコ 二 ノ位ノ上下カミエタ 云 ソ 襄�
　

























































ソノ子 リ�呉王ノクビヲト ヲヤ アタカ キヲ報せウ
　






トヲ一銭ニア ラヌトワルウ云タソ 今日ハ尼女ノヲンナ ワラウ
　




























































































































































トノ外広大ニアツタソ 茶店ナトカアツ 茶湯銭ハソ 心 園
　
















































長編�彬カコト排匀ノ曹ノ所ニアリ 五代ノ末 周ニ カエタソ�周 ツ
　















宋朝ノコト シタ書カ�宋史 ド 類カ 活 楡��楡 コヽ ハ� レ
　


























































ソ�刺史ハ守ノコ ナリ 都督モ守ノ心ソ 都ハスフルトヨムソ 摠ヲ
　
タハネテツカサトル心ソ�督 タヽストヨム 摠一国ノコ ヲツ ネテ
　













































ソヒエタマテソ�玄妙十句ヲ唱タコトナリ 此 カ テ及第シタソ�
　



































































































ナルソ�天柱峯ト云山 リ 天ヲサヽユル柱トナル山ソ�天エ ヽカイ
　




































































































全ヲ領シテ�ソノ封シテ バシムタ複ヲヒラ レハ 臣下百僚 モ 俶
　
ヲ留ラレヨト云 ド ナリ 太祖ノ興国三年ニ国ヲ以テ宋 来帰
　
































































ノカレタ人チヤト云 ホメタ 相人ノ麻衣カ火バ テ灰 做
　




























































































金ヲ賭ニシテサイタソ�椽カカケモ ニ金ヲシタカ 金ヲダシツ テ�
　
金ガナイソ�花ニ金銭ト云アリ ソ 花ヲト テカケモ ヽタラヌ
　
タシテカケタ 魚洪ト者ソ テ双陸 ミテカラ云タソ� ケモノヽ
　
代ニ花ヲ得タハ�本ノ金 ハマシタ 云タ �此ハソバカラ云タコトナリ�ムカイノ
　










花ノ名ヲ金ノせ 云カ�貧困シタ者ヲス ウテタスクルコト スヤウ
�ラ�
�
　
スクウコトハアリサウモナイ無実ノ名テアラウソ シラヌコトソ 百
千葉経済論叢
　
第
48号
七四
　
氏集ト云�千百人ノ氏ノ詩ヲアツメタ詩集アリ�ソレニアリ�ミヌ集ナ
　
リ�定テ大部テアラウソ�
　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
�かわと
　
たかし
　
本学専任講師�
